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論 文 内 容 の 要 旨 
紀伊半島に分布する四万十帯砂岩の後背地変遷を明らかにする目的で，重鉱物組成ならびに砕屑性
ザクロ石組成について検討した．重鉱物組成は自形ジルコン，円磨ジルコン，ザクロ石，緑レン石，
チタナイト，褐レン石の量比から 6つのタイプ (I, II, III, III’, IV, V) に分けられる．このタイプは
時代に従って， V→I, II →III, III’ →IIへと変化する傾向が明らかになった．こうした変化は西南
日本内帯における後期白亜紀の珪長質火成活動が原因と推定される． 
一方，ザクロ石の化学組成は湯川付加コンプレックス（AC）～美山 AC，美山 ACから音無川 AC，












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 砕屑岩の鉱物組成の検討は砕屑物の供給源となった地質体の性質や後背地の造構環境を知るための手
がかりとなるばかりでなく、堆積盆の形成・発展に関わる堆積テクトニクスを明らかにするうえでも重要
なアプローチである。とくに日本列島のような、活動的な大陸縁辺としての複雑な地史をもっている地帯
では、砕屑岩の組成は貴重な情報源である。従来、鉱物組成の検討はモード組成に重点が置かれていたが、
重鉱物組成の検討も後背地推定の有効なツールとなる。本論文では紀伊半島四万十帯の白亜系〜古第三系
を対象に、砂岩のモード組成の検討に加えて、重鉱物組成および砕屑性ザクロ石の化学組成の変遷を詳細
に吟味し、四万十帯白亜系〜古第三系の後背地変遷史を論じている。その主要な成果は以下のとおりであ
る。 
1）砂岩のモード組成は時代とともに大局的に見て長石質ワッケ、石質ワッケ、長石質アレナイトと変化
しており、特にコニアシアンからマーストリヒチアンにかけての石質ワッケは珪長質火山岩の岩片を多量
に含む。 
2）重鉱物組成に関しては、自形ジルコン、円磨ジルコン、ザクロ石、緑レン石、チタン石、褐レン石の
量比に基づいて６つのタイプに区分される。砂岩の堆積年代が下るに従って卓越するタイプが系統的に変
化しており、コニアシアンからマーストリヒチアンの時期に自形ジルコンの含有量が多くなる。 
3） 砕屑性ザクロ石の化学組成も砂岩の堆積年代に従って系統的に変化する傾向が認められる。アルビア
ンからチューロニアンにかけては変成岩起源のザクロ石に富むが、コニアシアンからマーストリヒチアン
の時期にそれらは急減し、古第三紀に入ると再び増加する。 
4） 以上の砂岩のモード組成、重鉱物組成、砕屑性ザクロ石の化学組成の時代的変化は西南日本内帯にお
ける後期白亜紀珪長質火成活動を反映しているとみなされる。すなわち、コニアシアンからマーストリヒ
チアンの時期に珪長質火山岩類が後背地を広くおおい（ルーフィング）、砕屑物の供給源岩に大きな変化
が生じた。その後、被覆火山岩類が浸食・削剥を受け、古第三紀にはいると深成岩類や変成岩類が再び地
表レベルに露出するに至った（アンルーフィング）。 
本論文で明らかにされた上記の検討結果と考察内容は、四万十帯堆積盆の後背地変遷史の詳細を多面的
な手法を用いて実証的に解明したもので、堆積テクトニクス分野に大きく貢献するものである。よって，
本論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
